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　あ
け
ま
し
て

　お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　元
来
、
我
々
の
秋
は
、
実

り
の
秋
、
収
穫
の
喜
び
を
味

わ
う
季
節
、
昨
年
の
稲
刈
の

時
期
は
台
風
の
直
撃
等
で
、

大
変
苦
労
の
秋
と
な
り
ま
し

た
。
ニ
ュ
ー
ス
で
は
﹁
史
上

最
大
﹂
﹁
何
十
年
ぶ
り
﹂
な

ど
の
言
葉
を
耳
に
し
、
自
然

現
象
も
含
め
、
災
害
が
い
つ

起
き
る
か
分
か
ら
な
い
時
代

に
私
達
は
生
き
て
お
り
ま
す
。

　農
政
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変

化
し
て
お
り
、
今
年
か
ら
米

政
策
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　飼
料
米
百
万
ト
ン
の
転
換

に
約
千
六
百
億
円
の
助
成
額

が
必
要
に
な
る
と
い
い
ま
す
。

　国
民
一
人
一
食
当
た
り
の

負
担
に
置
き
換
え
る
と
、
約

一
円
程
度
に
な
り
、
そ
れ
に

よ
っ
て
、
水
田
は
維
持
で
き
、

食
糧
安
保
、
環
境
保
全
、
自

給
率
向
上
と
、
効
果
は
大
き

く
な
り
ま
す
。

　一
方
、
政
党
交
付
金
は
、

国
民
一
人
当
た
り
コ
ー
ヒ
ー

一
杯
分
の
負
担
と
さ
れ
、
一

日
約
一
円
を
払
っ
て
い
ま
す
。

　前
述
の
一
円
を
、
高
い
と

み
る
か
、
安
い
と
考
え
る
か
、

大
い
に
議
論
し
て
頂
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　本
市
農
業
委
員
会
も
今
年

七
月
に
改
選
さ
れ
ま
す
。
改

正
法
に
よ
り
、
委
員
の
選
出

方
法
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。

　そ
し
て
、
新
た
に
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
設

置
さ
れ
、
農
地
の
適
切
な
利

用
等
の
調
査
に
関
す
る
部
分

が
強
化
さ
れ
る
事
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
公
募
に
つ
い

て
は
、
今
年
の
２
月
か
ら
募

集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の

で
、
若
い
方
、
女
性
の
方
も

積
極
的
に
手
を
挙
げ
て
頂
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　皆
様
方
の
一
層
の
ご
支
援

を
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ

ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　今
年
こ
そ
‼
農
業
フ
ァ
ー

ス
ト
、
農
業
者
フ
ァ
ー
ス
ト

‼
デ
‼

いわき市農業委員会

会長鈴 木 理

年
頭
ご
あ
い
さ
つ

年
頭
ご
あ
い
さ
つ
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１
、
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
推
進

① 

基
盤
整
備
の
重
要
性
に
鑑
み
、
期
間   

　を
限
定
し
た
集
中
的
な
市
独
自
の
受
益

　者
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
検
討
を
進

　め
る
必
要
が
あ
る
。

②

　補
助
率
が
高
い
国
県
事
業
の
要
件

　
　

︵
大
規
模
集
積
︶
を
満
た
す
こ
と
が

　困
難
な
中
山
間
地
域
の
基
盤
整
備
を

　推
進
可
能
な
市
独
自
の
施
策
の
構
築

　が
必
要
で
あ
る
。

２
、
担
い
手
支
援
策
の
構
築

① 

水
や
草
刈
り
の
管
理
を
地
域
全
体
で

　担
う
シ
ス
テ
ム
作
り
や
導
入
負
担
の
大

　き
な
農
業
用
機
械
の
共
同
利
用
な
ど
、

　地
域
全
体
で
担
い
手
を
支
援
す
る
共
助

　の
仕
組
み
の
構
築
を
検
討
す
る
必
要
が

　あ
る
。

②

 

日
本
型
直
接
支
払
制
度
な
ど
既
存
の

　枠
組
み
に
つ
い
て
も
、
そ
の
方
面
に

　誘
導
・
特
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

３
、
農
業
後
継
者
の
育
成
・
確
保

　既
存
の
国
県
事
業
の
活
用
の
み
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
強
力
な
支
援
策
と
し
て
、

市
独
自
事
業
の
構
築
と
手
厚
い
予
算
配
分

が
必
要
で
あ
る
。

４
、
人
・
農
地
プ
ラ
ン
作
成
の
推
進

　
　強
化

　人
と
農
地
が
抱
え
る
様
々
な
課
題
に
取

り
組
む
に
あ
た
り
、
各
地
区
に
お
け
る
課

題
や
目
的
の
共
有
が
肝
要
で
あ
り
、
地
区

の
理
解
や
協
力
を
十
分
に
得
る
た
め
の
下

地
づ
く
り
と
な
る
手
段
と
し
て
、
人
・
農

地
プ
ラ
ン
の
作
成
が
有
効
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
具
体
的
な
補
助
制
度
の
活
用
計
画
等

が
な
く
と
も
、
全
市
的
に
プ
ラ
ン
作
成
に

取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

５
、
守
る
べ
き
農
地
、
守
れ
る
農
地

　
　の
選
択
と
集
中

　現
状
を
維
持
す
る
た
め
の
人
的
資
源
も

限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
人
と
農
地
の

最
適
化
を
念
頭
に
、
守
る
べ
き
農
地
、
守

れ
る
農
地
の
選
択
と
集
中
を
実
現
す
る
た

め
、
﹁
い
わ
き
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

書
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
行
政
計
画
等
の
見

直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
単
純
な
数
量
の
確

保
・
維
持
等
で
は
な
く
、
人
と
農
地
を
連

動
さ
せ
た
実
態
に
即
し
た
現
実
的
な
視
点

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

１
、
イ
ノ
シ
シ
被
害
対
策
の
拡
充

　

　
︻
重
点
項
目
︼

　鳥
獣
被
害
対
策
に
は
、
侵
入
防
止

対
策
、
個
体
数
の
調
整
、
周
辺
環
境
の
整

備
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
適
切
に

実
施
し
、
総
合
的
な
対
策
を
強
化
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
各
種
施
策
の
継
続

と
拡
充
を
要
望
す
る
。

２
、
放
射
性
物
質
吸
収
抑
制
資
材
の

　
　散
布
支
援
の
継
続
︻
重
点
項
目
︼

　水
稲
へ
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
移
行
を
低

減
す
る
カ
リ
質
肥
料
の
施
用
に
よ
り
、
安

全
・
安
心
な
米
が
出
荷
・
流
通
さ
れ
て
い

る
が
、
放
射
性
物
質
は
農
地
に
残
留
し
続

け
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
た
取
り
組
み

が
必
要
な
た
め
、
既
存
事
業
の
継
続
と
散

布
に
よ
る
土
壌
や
生
産
物
に
与
え
る
長
期

的
な
影
響
調
査
の
実
施
を
要
望
す
る
。

３
、
風
評
被
害
対
策
の
継
続
と
強
化

　
　︻
重
点
項
目
︼

　農
産
物
の
価
格
低
迷
を
は
じ
め
、
未
だ

に
風
評
に
よ
る
苦
し
み
が
続
い
て
お
り
、

農
産
物
の
価
格
回
復
な
ど
、
農
業
再
生
の

取
り
組
み
と
し
て
今
後
も
引
き
続
き
風
評

対
策
は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
既
存
の

取
り
組
み
の
継
続
と
強
化
を
要
望
す
る
。

４
、
生
産
振
興
策
と
６
次
産
業
化
の

　
　推
進

５
、
森
林
再
生
に
向
け
た
取
り
組
み

　
　の
推
進

６
、
農
業
委
員
会
法
改
正
に
伴
う
組

　
　織
等
見
直
し
と
関
連
予
算
の
確

　
　保

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

　
　
　推
進
に
関
す
る
意
見

農
業
振
興
に
係
る
支
援
及
び

予
算
確
保
等
に
関
す
る
要
望

●市長に意見書を提出（前列右・鈴木会長）

●議長・副議長へ支援を要請

　農
業
委
員
会
で
は
、
昨
年
10
月
13
日
、
鈴
木
会
長
ほ
か
役
員
５
名
が
、

﹁
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
意
見
等
﹂
を
清
水
市
長
に
提
出
す

る
と
と
も
に
、
菅
波
議
長
並
び
に
蛭
田
副
議
長
へ
、
意
見
内
容
の
実
現
に

向
け
た
支
援
を
要
請
い
た
し
ま
し
た
。

　そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
　
年
度「
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
に
関
す
る
意
見
等
」
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がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

いわき市農業委員会だより（3）第177号 2018年（平成30年）1月1日

折笠 明憲さん（32歳）

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
遠
野
町
上
根
本
に
お
住
ま

い
の
稲
作
と
野
菜
生
産
に
取
り
組
む
認
定
農
業
者
の

折
笠
明
憲
さ
ん
で
す
。

　未
だ
稲
刈
り
の
残
る
昨
年
10
月
下
旬
の
大
変
忙
し

い
な
か
、
快
く
取
材
に
応
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　折
笠
さ
ん
は
、
母
と
２
人
の
パ
ー
ト
従
業
員
の
計

４
人
︵
繁
忙
期
に
は
数
名
増
︶
で
耕
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　稲
作
は
、
近
年
、
諸
事
情
に
よ
り
離
農
者
が
増
え
、

耕
作
放
棄
地
や
遊
休
農
地
を
増
加
さ
せ
て
は
な
ら
な

い
と
の
思
い
か
ら
、
受
託
農
地
約
15

　を
含
め
23

　

を
耕
作
し
て
い
ま
す
。

　作
付
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
天
の
つ
ぶ
、
飼
料
米
、

コ
ガ
ネ
モ
チ
等
で
、
出
荷
先
は
Ｊ
Ａ
、
米
穀
店
、
個

人
等
で
す
。

　水
稲
育
苗
︵
硬
化
ま
で
︶
も
行
っ
て
お
り
、
自
家

用
を
含
め
約
60
戸
の
農
家
分
、
約
8
、0
0
0
箱
を
生

産
し
て
い
ま
す
。

　現
在
は
酒
米
の
山
田
錦
、
ふ
く
の
さ
ち

を
試
験
栽
培
し
、
試
行
錯
誤
中
で
す

　野
菜
は
、
ナ
ス
、
秋
冬
ネ
ギ
、
春
菊

︵
ハ
ウ
ス
︶
等
50
ａ
栽
培
し
て
い
ま
す
。

出
荷
先
は
Ｊ
Ａ
、
Ｊ
Ａ
直
売
所
、
マ
ル
ト

地
場
野
菜
直
売
所
、
個
人
等
で
す
。

　折
笠
さ
ん
は
以
前
、
板
前
を
し
て
い
ま

し
た
が
、
料
理
の
素
材
に
興
味
を
持
ち
、

そ
し
て
、
定
年
の
な
い
一
生
働
け
る
仕
事

と
し
て
、
平
成
19
年
に
就
農
し
ま
し
た
。

　現
在
は
、
Ｊ
Ａ
福
島
県
青
年
連
盟

　幹

事
長
、
ま
た
、
い
わ
き
農
業
青
年
ク
ラ
ブ

副
会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　昨
年
11
月
25
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
福

島
県
青
年
連
盟

　設
立
70
周
年
の
記
念
式
典
を
挙
行

す
る
際
も
準
備
に

奔
走
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　折
笠
さ
ん
は
昨

年
８
月
に
結
婚
さ

れ
ま
し
た
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。　今

後
、
農
業
指

導
者
と
し
て
地
域
、

市
、
県
で
の
益
々

の
ご
活
躍
を
期
待

い
た
し
ま
す
。

　
おり かさ あき のり

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
平
四
ツ
波
字
石
森
の
﹁
い
わ
き

市
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
﹂
で
す
。

　施
設
の
開
設
後
、
40
年
を
経
過
し
、
何
度
か
改
修
工
事
を

行
い
、
新
た
な
施
設
設
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在
は

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
市
内
の
民
間
企
業
が
管

理
運
営
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　訪
れ
た
の
は
、
多
少
の
風
が
あ
る
11
月
初
旬
。
ま
だ
紅
葉

の
真
っ
盛
り
。
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
が
と
こ
ろ
せ
ま
し
と
枝
葉

を
広
げ
、
紫
の
花
︵
正
確
に
は
包
葉
︶
が
温
室
い
っ
ぱ
い
に

咲
き
ほ
こ
っ
て
い
た
冬
季
の
大
温
室
を
思
い
、
30
年
ぶ
り
に

セ
ン
タ
ー
を
見
る
。
懐
か
し
さ
と
と
も
に
当
時
を
思
い
出
さ

れ
る
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　広
い
駐
車
場
に
降
り
立
ち
、
正
面
入
口
か
ら
。
階
段
を
昇

り
芝
生
に
。
東
に
ブ
レ
ー
ド
が
回
る
風
力
発
電
施
設
、
こ
こ

か
ら
の
南
東
方
面
は
絶
景
。
そ
し
て
正
面
の
展
示
温
室
。
次

い
で
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
フ
館
前
の
芝
生
か
ら
南
を
振
り
返
り
、

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
を
抜
け
、
帰
り
に
レ
ス
ト
ハ
ウ

ス
。
訪
れ
る
人
は
ま
ば
ら
で
あ
っ
た
が
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
い

て
散
策
で
き
た
。

　開
設
当
時
の
本
館
跡
は
新
し
い
植
生
に
変
貌
。
展
示
温
室

の
中
は
、
ま
だ
湿
度
を
上
げ
て
い
な
い
せ
い
か
、
ブ
ー
ゲ
ン

の
花
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
そ
れ
で
も
、
バ
ナ
ナ
、

パ
パ
イ
ア
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
な
ど
の
南
国
の
果
実
・
花
に
も

お
目
に
か
か
り
、
一
安
心
。

　行
き
方
は
、
平
商
業
高
校
、
昌
平
高
方
面
か
ら
が
本
筋
。

四
倉
町
柳
生
、
平
絹
谷
か
ら
の
ル
ー
ト
も
。

　冬
期
間
の
草
花
の
乏
し
い
日
々
、
温
室
の
中
に
咲
き
ほ
こ

る
南
国
の
草
木
花
を
ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
は
如
何
で
し
ょ
う

か
。

ｈａ

ｈａ

遠野町上根本

　︵

　執
筆
・
撮
影

　渡
邊

　雄
八

　委
員

︶

︵
執
筆
・
撮
影

　瀬
谷

　弘

委
員
︶
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お問い合わせ：農業委員会事務局　農政振興係　☎22−7534

　農業委員会法の改正により、次期改選（平成30年７月）から農業委員
の選出方法が従前の選挙制から市長の任命制に変更され、併せて現場活動の中核を担う
農地利用最適化推進委員が新設されますので、次のとおり両委員を募集します。

※平１区と平２区は、概ね夏井川の北側と南側になります。詳細は募集要項でご確認ください。

定 　数

区　分

要 　件

報 　酬

任 　期

主な業務

24人

⑴合議体としての意思決定
⑵許認可等の議決（現地調査含む）
⑶法令の適正運用に係る現場活動

市ホームページ、支所等の窓口で募集要項及び申込用紙を入手し、
必要事項を記入のうえ、農業委員会事務局へ持参または郵送してください。
※申込にあたっては、募集要項で詳細をご確認ください。

●農業委員と推進委員は両方に申込可能ですが、兼任は出来ません。
●農業委員と推進委員への申込は、それぞれ申込が必要です。

⑴担当区域内の農地の利用状況調査等
⑵担い手への農地利用の集積・集約化
⑶遊休農地の発生防止・解消

新たな農業委員・
農地利用最適化
推進委員の募集について

新たな農業委員・
農地利用最適化
推進委員の募集について

新たな農業委員・
農地利用最適化
推進委員の募集について

農業委員 農地利用最適化推進委員

※地区単位の定数なし
※過半数は認定農業者とする

32人
※地区単位（表１）で募集

（農業委員会が委嘱）（市長が任命）

募集期間

申込方法

留 意 点

No.

地区名

募集人数

1

平1区

4人

2

平2区

4人

3

小名浜
常　磐

内　郷
好　間

四　倉
久之浜・大久

遠　野
田　人

小　川
川　前

3人

4

勿　来

5人

5

1人

6

三　和

3人

7

5人

8

4人

9

3人

農業に関する識見を有する者

月額５５，０００円

平成30年７月から３年間

平成30年２月１日（木）～平成30年２月28日（水）

農地等の利用の最適化の推進に
熱意と識見を有する者

（表１）農地利用最適化推進委員地区別募集人数



お問い合わせ：農業委員会事務局　農地調整係　☎22−7578

※市街化区域内の農地転用に係る届出については、従来どおりとなります。

いわき市農業委員会だより（5）第177号 2018年（平成30年）1月1日

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.36

■貸したい ■売りたい

　農業委員会では、耕作を目的とする農地情

報の収集・提供を行っています。売買・貸借

等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

※今回掲載した農地以外にも

　売買・貸借等の意向がある方

　は、是非ご相談ください。

　【お問い合わせ】

　農業委員会事務局 農地調整係

　　�  0246（22）7578

　ご覧になって、手続き等の詳細を知りたい

という方は農業委員会事務局までお問い合わせ

ください。

No.
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

田

田

田

田

田

田

田

田

畑

田

9.91

9.99

9.82

9.72

9.91

3.20

7.04

12.34

0.44

31.12

平塩字雷町（1筆）

平上神谷字北ノ町（1筆）

平上神谷字神谷分（1筆）

平上神谷字反町（1筆）

平上高久字高田（1筆）

平上高久字奥町（1筆）

小名浜島字西屋（1筆）

常磐上湯長谷町長倉（1筆）

常磐上湯長谷町長倉（1筆）

三沢町弓張（4筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.

1 畑 37.95四倉町戸田字稲荷作（2筆）

農地法の許可申請等の受付締切日・
指令書交付日が変更となります。

　来年度から、農地転用の許可権限面積を４ha以下まで拡大することに伴い、平成30年４月申請分

から、原則として受付締切日を毎月26日、指令書交付日を翌月の26日に変更いたします。

（平成30年４月申請分の受付締切日は、平成30年3月26日となります。）

　変更となる農地法の許可申請等については、次のとおりとなります。

区 分

3 条

4 条

5 条

4 条 ・ 5 条

現 況 確 認 証 明

毎 月 2 6 日 翌 月 の 26 日

毎 月 2 6 日 翌 月 の 26 日

毎 月 2 6 日 翌 月 の 26 日

毎 月 5 日 同 月 の 15 日

毎 月 2 0 日 同 月 の 月 末

毎 月 2 6 日 翌 月 の 26 日

毎 月 2 6 日 翌 月 の 26 日農地法施行規則第29条

受 付 締 切 日 指 令 書 交 付 日

許
　
　可

届
　出



平成29年8月12日　四倉海岸特設会場にて

　昨
年
は
日
照
不
足
や
低
温
、
台
風

被
害
な
ど
、
農
家
に
と
っ
て
厳
し
い

天
候
が
続
い
た
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　農
業
は
古
く
か
ら
お
天
道
様
次
第

と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
農
機
具
が

普
及
し
て
い
る
現
在
で
も
、
気
象
条

件
の
影
響
は
大
き
く
、
天
候
が
悪
い

中
は
危
険
を
伴
い
ま
す
。

　近
年
の
異
常
気
象
を
考
え
る
と
、

最
悪
の
状
況
も
想
定
し
つ
つ
、
農
作

業
を
し
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　今
年
は
、
気
持
ち
の
良
い
天
候
が

続
き
、
晴
れ
晴
れ
と
し
た
気
持
ち
で

収
穫
を
迎
え
た
い
も
の
で
す
。編 集 委 員

　今や規模の大小に関わらず、作

付準備から収穫まで農作業全てが

機械化の時代。一年間を通し幾度

となく農作業による事故が報道さ

れています。（28年度いわき管内

の事故数189件）

　皆さんの身の回りでも、大なり

小なり怪我などの事故の話などを

耳にしていると思います。

　特に次の点について注意をし、

豊かな稔の秋を迎えましょう。

　日頃の農機具点検は忘れずに行

いましょう。

　農業機械に愛着を持てば機械作

業も無理をせず丁寧になり、事故

防止につながります。

　立案は綿密に、そして経験に基

づいた計画を立てましょう。

　余裕を持てば、たとえ予想外な

ことが発生しても慌てなくてすみ

ます。

　慣れは危険が潜んでいます。

　高齢者は特に注意を！昨年の自

分ではないことを認識しましょう。

　特に乗用トラクター運転による

転倒はウッカリが原因、後進時や

畦畔乗越え、よそ見運転は慎重を

欠けば、重大事故につながります。

　 （執筆　佐藤　哲男　委員長）

︵
執
筆

　小
泉

　昌
男

　副
委
員
長
︶

農機具点検は日頃から！！

農作業は余裕を持った
計画を！！

機械作業は慣れに頼らず、
いつも緊張感を！！

うっかりミスは大事故
招く！！

農機具点検は日頃から！！

農作業は余裕を持った
計画を！！

機械作業は慣れに頼らず、
いつも緊張感を！！

うっかりミスは大事故
招く！！

農機具点検は日頃から！！

農作業は余裕を持った
計画を！！

機械作業は慣れに頼らず、
いつも緊張感を！！

うっかりミスは大事故
招く！！

★

★

★

★
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トピックストピックス
《北部地

区》

〔四倉
地区〕

　昨
年
を
振
り
返
る
と
、

復
興
の
イ
ベ
ン
ト
を
思

い
出
す
。

　第
7
回
フ
ラ
ガ
ー
ル

ズ
甲
子
園
が
平
成
29
年

8
月
11
日
ア
リ
オ
ス
で

開
催
、
本
県
の
9
校
を

含
む
25
校
が
参
加
し
、
好
間
高
校
が
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。

　参
加
校
の
う
ち
数
校
は
、
同
年
8
月
12

日
四
倉
海
岸
特
設
会
場
に
て
復
興
支
援
の

名
の
も
と
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ

ン
シ
ョ
ー
が
開
催
さ
れ
た
。

　小
雨
ま
じ
り
の
天
候
の
な
か
、
町
田
工

業
高
等
学
校
︵
東
京
都
︶
の
フ
ラ
で
始
ま

り
、
前
日
の
緊
張
し
た
中
の
競
演
と
は
違

い
、
海
を
背
景
に
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
ダ
ン
ス
を
見
物
客
に
披
露

し
た
。

　防
波
堤
工
事
の
槌
音
が
聞
こ
え
る
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
た
舞
台
上
で
多
数
の
人
達

が
心
を
合
わ
せ
た
こ
の
演
出
の
中
に
、
復

興
し
て
い
く
い
わ
き
の
姿
を
見
る
こ
と
が

で
き
た
。

　※
昭
和
40
年
、
常
磐
音
楽
舞
踊
学
園
が

創
設
さ
れ
た
。

　先
日
﹁
い
わ
き
市
民
栄
誉
賞
﹂
を
受
章

し
た
カ
レ
イ
ナ
早
川
さ
ん
が
当
時
招
へ
い

さ
れ
、
フ
ラ
ガ
ー
ル
の
指
導
に
あ
た
り
、

フ
ラ
ガ
ー
ル
一
期
生
を
送
り
出
し
た
。
こ

の
様
子
は
映
画
﹁
フ
ラ
ガ
ー
ル
﹂
の
場
面

で
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
映
画
の
中

で
一
期
生
の
一
人
、
小
野
恵
美
子
さ
ん
の

モ
デ
ル
役
を
女
優
の
蒼
井
優
さ
ん
が
み
ご

と
に
演
じ
た
。

　月
日
は
流
れ
、
フ
ラ
の
普
及
に
取
り
組

ん
で
い
た
小
野
恵
美
子
さ
ん
は
、
平
成
22

年
﹁
フ
ラ
ガ
ー
ル
甲
子
園
﹂
実
施
を
発
案

し
鋭
い
感
性
の
持
ち
主
で
あ
る
夫
の
小
野

英
人
さ
ん
に
協
力
を
依
頼
。
準
備
は
五
里

霧
中
で
あ
っ
た
と
英
人
さ
ん
は
当
時
を
振

り
返
っ
た
。

　そ
の
後
、
紆
余
曲
折
を
へ
て
平
成
23
年

第
1
回
﹁
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
﹂
は
9

月
、
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
年
々
参
加
校

が
増
え
、
い
わ
き
を
代
表
す
る
事
業
と
し

て
発
展
し
続
け
て
い
る
。

　※
昨
年
、
四
倉
で
は
復
興
支
援
と
し
て

花
火
大
会
、
千
葉
県
市
原
市
か
ら
﹁
未
来

に
花
を
咲
か
せ
ま
し
ょ
う
﹂
の
サ
イ
ネ
リ

ア
有
志
の
会
、
市
原
天
翔
太
鼓
の
皆
さ
ん

の
支
援
等
、
数
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
で
町
民

は
勇
気
と
元
気
、
そ
し
て
希
望
を
い
た
だ

い
た
。

　そ
の
す
ベ
て
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
り
が
と
う
。

　最
後
に
こ
の
取
材
に
対
し
﹁
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
フ
ラ
ガ
ー
ル
ズ
甲
子
園
﹂
理
事
長
小
野

英
人
氏
に
は
多
大
な
御
協
力
を
い
た
だ
き

感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
　︵
執
筆
・
撮
影

　愛
川

　卓
司

　委
員
︶

　
　
　

　

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
�
て

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
�
て

昨
年
の
イ
ベ
ン
ト
を
振
り
返
�
て

編
集
後
記

編
集
後
記

農家のための情報誌

●発行：毎週金曜日
　（月4回）
●購読料
　月700円

☎（22）7534

申込みは
お近くの
農業委員または、
農業委員会事務局

全国農業新聞の購読をあなたも

農機具による
事故をなくそう
農機具による
事故をなくそう

相変わらず多い

佐 藤 哲 男 委員長 小 泉 昌 男 副委員長

渡 邊 雄 八 瀬 谷 　 弘 愛 川 卓 司

・
・ ・
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